
スキー射 面t維持するための水六萌芽幹の沖lネ
`'方

式につι)て

斎藤新一好 (北 海道 寺林業試験場 )

山岳地 の:を、頻斜の土地において,森沐 ι伐閉 して上成されるスキー場は,外来のイ

ネ料牧草之主とした草土地 として維寿されていう。 しかし′革生地 lま ′以前の森林 と
比較すると, 自然環境 の調節作用において,t,す じるこ〈坊 5。 また′スキーガ務斗面
|ま ′卑χ牧草類の生育に立Lし ているゎけて"は ″く,周 ,か ら侵入 してくる自生の草本
″ょび木本方/1ル払うことによつて驚目寺されてぃうのて“ある。 この木本とうよくチJ用 す
ることによつて,以 前の森蒻▼疑境に当ぃ,機能ιも,た スキー場斜面ι維持 できう′と

み )れ る.

そこで, スキー瘍婿斗面にお17う 木本革芳幹ζ刈孝疑)株 )ι′旭″1市旭山おょび北焼
市手稲力で調査した。旭山の場合には′ススキ草原の中に多数の木本パ侵Xし ,毎 年
初ふにメリ率ゎれ,生長期にだ田彗庄に請芽にょって繁湾して(,た 。し″ヽし,銘 山の場

合にlま ′ふ蒲高ずもあり′地際て'メJ率″れて

t)て ,靖 芽幹の形生が不十分て“あ った。
この刈クa)株は,地_L高 パ20～″

"て
“あれ

ば,生長期 に|ま 高さが'1～ 2π の佐 t樹冠左

ガげ'ろ 。 この連続 したな甥請孝●しt梯村こ)は′

草生比 とは大きく異なり,伐閉される以前の

森林 に″ヽび り近 t,環境保全・調節議熊 ιも,

て ()ろ .つ より,仏林冠は降水ι受け,れ系
は地表ι賢縛 し,保 7K力 ιもつ.そ して,わ
雹期 1́ま, このメ張仏`,次は,「 生きたれ」と

して,雪上め効果をしっ.3)し た, 1年 Z
血 じての, がっての森林のだ償 としての/11ネ

t}株 lよ ,着な白クに育成 されづ、きでぁろう。

木本のメJネ ぃ作業おょび刈払
`,株

ρ 存在は,

スキー場 の管理の面が )は負担 たクうし, ン
ーだンX,も し)く )力 通ヽレれることに7る 。 し
か し, かつて の森 林 の機 能 左オ える懲 )′  こ

の濯表のマイナスはな潟すべきものて'あ る′
と〔)え よ ).
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